
　

様
々
な
企
業
・
大
学
・
研
究
機
関
等
が

一
堂
に
会
す
る
北
陸
最
大
級
の
総
合
展
示

会
、
北
陸
技
術
交
流
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
（
以

下
、
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
）
は
今
年
で
35
回
目

を
迎
え
る
。
今
回
は
10
月
17
日
㈭
、
18
日

㈮
の
２
日
間
、
福
井
県
産
業
会
館
を
メ
イ

ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約

１
９
０
の
企
業
等
が
出
展
す
る
。

　

本
展
示
会
は
出
展
者
、
来
場
者
含
め
た

産
学
官
に
よ
る
技
術
交
流
・
商
談
に
よ
り

そ
の
連
携
を
促
進
さ
せ
、
新
技
術
・
ビ
ジ

ネ
ス
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
研
究
が

披
露
さ
れ
る
。

　

今
年
は
特
別
企
画
展
と
し
て
、「
持
続

可
能
な
経
済
・
社
会
を
促
進
す
る
次
世
代

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
負

荷
低
減
を
目
指
す
技
術
や
生
産
性
向
上
に

寄
与
す
る
技
術
を
紹
介
す
る
他
、
北
陸
新

幹
線
福
井
開
業
に
合
わ
せ
て
、
沿
線
地
域

と
の
技
術
連
携
・
関
係
強
化
を
見
据
え
た

「
北
陸
新
幹
線
沿
線
都
市
の
技
術
展
」
の

２
つ
を
開
催
す
る
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、特
別
企
画
展
の
内
、

「
持
続
可
能
な
経
済
・
社
会
を
促
進
す
る

次
世
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」に
焦
点
を
当
て
、

出
展
企
業
の
中
か
ら
、
未
来
を
見
据
え
た

技
術
や
取
り
組
み
内
容
と
、
そ
れ
ら
の
開
発

に
至
っ
た
背
景
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

㈱
八
木
熊
は
、福
井
市
に
本
社
を
置
き
、

来
年
創
業
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
。
同
社

は
、
絹
織
物
に
使
用
す
る
糊
材
（
ふ
の

り
）
の
卸
業
と
し
て
創
業
し
、
合
成
繊
維

資
材
や
化
学
品
へ
と
取
扱
分
野
を
拡
げ
て

き
た
。
平
成
３
年
か
ら
は
、
開
発
部
門
や

自
社
工
場
を
併
設
し
、
商
社
と
メ
ー
カ
ー

の
両
輪
を
併
せ
持
つ
事
業
体
を
強
み
に
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

７
年
ほ
ど
前
か
ら
は
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

に
も
着
手
。
元
来
は
仕
入
れ
た
リ
サ
イ
ク

ル
材
を
使
用
し
て
い
た
が
、
メ
ー
カ
ー
機

能
を
持
つ
商
社
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
材
を

自
社
で
製
造
、
販
売
し
て
い
く
こ
と
に
可

能
性
を
見
い
だ
し
事
業
化
し
た
。
今
回
の

テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
の
出
展
内
容
は
、
こ
の
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
に
よ
る
成
果
の
一
つ
と
な

る
。

　

出
展
内
容
に
つ
い
て
、
事
業
開
発
本
部

本
部
長
の
岩
口
氏
と
同
素
材
技
術
開
発
課

課
長
の
西
川
氏
に
お
話
し
を
伺
っ
た
。

　　

同
社
が
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
に
出
展
す
る
内

容
は
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル

ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
ｉア
イ
セ
ッ
プ

Ｃ
Ｅ
Ｐ　

Ｐプ

ラ

ス

チ

ッ

ク

Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」。
参
入
障
壁
を
取
り

除
き
、
高
品
質
の
リ
サ
イ
ク
ル
材
と
し
て
、

資
源
循
環
を
目
指
す
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

出
展
内
容
に
つ
い
て

廃プラスチックの
リサイクルに向けた
循環スキームを
提供
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る
。
本
サ
ー
ビ
ス
は
同
社
に
加
え
、
産
業

廃
棄
物
を
取
り
扱
う
大
栄
環
境
株
式
会
社
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
セ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

担
う
資
源
環
境
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
、

ユ
ニ
ア
デ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
の
４
社
が
参

画
。
動
静
脈
連
携
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
使
用
か
ら
収
集
・
運
搬
、
原
料
化
、

再
利
用
ま
で
一
気
通
貫
で
の
仕
組
み
を
提

供
す
る
。

 　

同
社
が
７
年
ほ
ど
前
に
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
に
取
り
組
み
始
め
た
頃
か
ら
、
既
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
広
く
浸
透
し
始
め
て
い
た
。

製
造
業
を
中
心
に
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
使

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
風
潮
が

高
ま
り
、
企
業
間
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
原

料
の
奪
い
合
い
が
起
き
、
一
時
期
は
売

り
た
く
て
も
物
が
無
い
と
い
う
ほ
ど
そ

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
。
岩
口
氏
は
、

こ
の
流
れ
は
一
過
性
で
は
な
い
と
考
え
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
活
用
に
今
後
の

市
場
性
を
見
い
だ
し
今
回
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
至
っ
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
浸
透
に
よ
り
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
活
用
に
注
目
が
集
ま
る
中
で
大

き
な
障
壁
と
な
っ
た
の
が
、
産
業
廃
棄
物

処
理
法
で
あ
っ
た
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

含
む
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
は
、
運
搬
の

許
認
可
等
が
必
要
で
厳
格
な
法
規
定
が
あ

り
、
も
の
づ
く
り
の
技
術
を
も
っ
て
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
企
業
が

あ
っ
て
も
、
容
易
に
は
取
り
組
め
な
い
法

的
な
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
同
社
や
産

業
廃
棄
物
取
扱
い
業
者
な
ど
が
参
画
し
た

動
静
脈
連
携
の
ス
キ
ー
ム
を
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
提
供
。
事
業
者
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
と
な
り
つ
つ
あ
る
環
境
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
を
行
う
上
で
そ
の
障
壁
を
取
り
払

う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

各
企
業
で
環
境
負
荷
減
少
へ
の
取
り
組

み
が
広
が
る
中
で
、
産
業
廃
棄
物
の
排
出

は
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。
一
方
で
、
世
界

的
に
人
口
増
加
が
続
い
て
い
る
中
で
、
家

庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
の

量
は
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の

状
況
下
で
、「
い
か
に
し
て
一
般
廃
棄
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
推
し
進

め
て
い
く
か
が
、
今
後
の
鍵
と
な
っ
て
く

る
」
と
二
人
は
語
る
。　
　

　

そ
の
解
決
に
向
け
て
、
岩
口
氏
は
自
身

た
ち
を
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
だ
と
称
す
る
。
同
社
と
し
て

は
、
今
回
の
資
源
循
環
を
促
進
さ
せ
る
仕

組
み
作
り
と
、
商
社
と
メ
ー
カ
ー
を
併
せ

持
つ
自
社
の
強
み
を
活
か
し
た
質
の
高
い

リ
サ
イ
ク
ル
材
料
を
開
発
・
提
供
し
、
そ

の
利
用
促
進
に
よ
る
環
境
問
題
の
解
決
を

目
指
す
。

　

同
社
は
、
創
業
以
来
、
長
い
歴
史
で

培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
背
景
に
、
今
も

な
お
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
て
前
進
し

続
け
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
通
じ

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
づ
く
り
を
実

現
し
、
持
続
可
能
な
社
会
に
貢
献
す
る
姿

勢
を
今
後
も
貫
い
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
浸
透
と
高
い
法
律
の
壁

世
界
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
支
え
る

環
境
マ
テ
リ
ア
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
へ

「ｉＣＥＰ  ＰＬＡＳＴＩＣＳ」のフロー図（同サービスの HPより）

興
和
オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱

　
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
事
業
部 

事
業
部
長

桑
原
伸
一
郎　

氏
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業界の未来を創る



　

興
和
オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱
は
愛
知
県
名

古
屋
市
に
本
社
を
構
え
、光
学
・
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
・
環
境
の
三
つ
の
分
野
で
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。

　

今
回
の
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
で
は
、
同
社
が

持
つ
光
学
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
技
術
を
用

い
て
、
作
業
の
自
動
化
・
省
人
化
や
生
産

性
向
上
を
図
る
物
流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

紹
介
す
る
。

　

出
展
内
容
に
つ
い
て
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
事
業

部
事
業
部
長
の
桑
原
伸
一
郎
氏
に
伺
っ
た
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
発
展
に
よ
り
製
造
工
場
な
ど

で
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、

物
流
業
界
に
お
い
て
、
作
業
全
体
を
完
全

自
動
化
で
き
て
い
る
の
は
、
大
手
企
業
の

大
規
模
物
流
倉
庫
な
ど
に
限
ら
れ
る
。
今

回
同
社
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
の
は
、
中

小
規
模
の
物
流
倉
庫
（
平
倉
庫
）
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
倉
庫
で
は
、
人
の
手
を
使
っ
た

作
業
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
元
々
倉
庫

が
持
つ
物
流
機
能
と
の
連
携
に
よ
り
、
作

業
を
自
動
化
さ
せ
る
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
、
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
入
庫
か
ら
出
庫

ま
で
の
ス
キ
ー
ム
を
自
動
化
す
る
。
同
社

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
部
門
が
中
心
と
な
っ
て
、

自
動
仕
分
け
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
や
、
光
学

部
門
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
カ
メ
ラ
を

ロ
ボ
ッ
ト
に
搭
載
。
さ
ら
に
は
自
動
搬
送

ロ
ボ
ッ
ト
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
と
無
人
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
の
連
携
で
、
作
業
の
自
動
化
・
省

人
化
を
促
進
す
る
。
カ
メ
ラ
で
の
荷
姿
記

録
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
精
度
の
高
い
作

業
で
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
も
確
保
す
る

仕
組
み
を
実
現
し
て
い
る
。

　

物
流
倉
庫
で
も
Ｄ
Ｘ
化
が
進
ん
で
お

り
、
今
回
同
社
が
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム

も
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
留
ま

ら
な
い
。
物
流
倉
庫
側
が
元
来
使
用
し
て

い
る
在
庫
な
ど
の
倉
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
に

対
し
て
、
仕
分
け
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｍ
Ｒ
の

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
と
、
協
力
会
社
に
委

託
開
発
し
た
倉
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
て
組
み
込
み
、
入
出
庫
や
倉

庫
管
理
を
シ
ー
ム
レ
ス（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
）

に
連
携
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
物
流
業

務
全
体
を
通
じ
て
、
倉
庫
運
営
の
効
率
を

最
大
化
さ
せ
る
。

　

同
社
の
技
術
を
全
体
に
活
か
し
た
包
括

的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
強
み
に
、

導
入
か
ら
運
用
ま
で
通
貫
で
物
流
倉
庫
の

自
動
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

シ
ス
テ
ム
は
現
在
、
福
井
県
内
の
グ

ル
ー
プ
会
社
で
初
め
て
実
導
入
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
は
、
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
で
導

入
さ
れ
、
段
階
的
に
Ａ
Ｍ
Ｒ
の
配
置
数
や

自
動
化
の
最
適
化
を
進
め
、
よ
り
シ
ス
テ

ム
の
機
能
向
上
に
磨
き
を
か
け
て
い
る
。

 　

本
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
物
流
業
界
が

直
面
す
る
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
や

ト
ラ
ッ
ク
の
待
機
時
間
の
短
縮
に
繋
が
る

他
、
少
子
高
齢
化
、
物
流
業
界
へ
の
女
性

進
出
へ
の
対
応
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
物
流
だ
け
で
な
く
、
医
薬
品
業

界
な
ど
他
の
分
野
で
も
応
用
さ
せ
、
今
後

は
自
社
が
拠
点
を
置
く
ア
ジ
ア
を
中
心
に

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
視
野
に
入
れ
、
持
続

可
能
な
技
術
を
世
界
に
広
め
て
い
く
。

倉庫内で稼働するロボットの様子

平
倉
庫
に
お
け
る
自
動
化
を
目
指
す

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
自
動
化
の
加
速

持
続
可
能
性
へ
の
対
応
と
今
後
の
展
望

先端技術と研究で
繊維産業を
生まれ変わらせる
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右
）



　

国
立
大
学
法
人
福
井
大
学
で
は
、
産
学

官
連
携
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
地
元
企
業

や
行
政
、
住
民
が
共
に
繊
維
産
業
の
脱
環

境
破
壊
と
廃
棄
削
減
を
目
指
す
「
フ
ク
の

ミ
ラ
イ
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
フ
ク
ミ

ラ
）」（
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

共
創
の
場
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
展

開
し
て
い
る
。
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
で
は
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
展
示
、
発
表
を
行

う
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
に
つ
い
て
、

同
学
の
米
沢
教
授
、
廣
垣
教
授
、
岡
田
准

教
授
の
３
名
に
話
を
伺
っ
た
。

　

古
く
か
ら
繊
維
産
地
と
し
て
栄
え
た
福

井
で
あ
る
が
、
繊
維
産
業
は
生
産
工
程
に

お
い
て
、
特
に
染
色
な
ど
で
多
量
の
水
を

使
用
し
、
端
材
や
古
着
な
ど
の
廃
棄
も
多

い
。
環
境
負
荷
の
軽
減
が
叫
ば
れ
る
現
代

に
あ
っ
て
、
厳
し
い
目
を
向
け
ら
れ
て
い

る
。産
業
と
し
て
の
閉
塞
感
も
漂
う
中
で
、

こ
の
逆
境
を
好
機
と
捉
え
、
繊
維
産
業
の

発
展
、
ひ
い
て
は
産
地
で
あ
る
福
井
を
元

気
に
し
よ
う
と
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
が

「
フ
ク
ミ
ラ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

　

水
の
大
量
使
用
と
大
量
廃
棄
と
い
う

課
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、
廣
垣
教
授
や

岡
田
准
教
授
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
同
学

の
研
究
、
技
術
を
活
用
し
て
い
る
。
水
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
超
臨
界
状
態
の
二
酸

化
炭
素
に
染
料
を
溶
か
し
染
色
す
る
技
術

で
、
水
の
使
用
を
無
く
す
こ
と
が
出
来
る
。

廃
棄
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
服
を
分
子
レ
ベ

ル
に
分
解
す
る
技
術
で
リ
サ
イ
ク
ル
循
環

を
作
り
上
げ
、
課
題
の
解
決
を
図
る
。

　

技
術
面
か
ら
は
繊
維
産
業
の
課
題
を
解
決

し
、
未
来
に
持
続
さ
せ
る
た
め
の
解
は
出
さ

れ
つ
つ
あ
る
が
、
フ
ク
ミ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
け
る
ゴ
ー
ル
は
そ
こ
だ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
技
術
面
を
活
か
し
つ
つ
、
生
産

か
ら
廃
棄
に
至
る
ま
で
資
源
が
循
環
す
る

環
境
に
や
さ
し
い
繊
維
を
作
る
サ
イ
ク
ル

を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
の
が
、
繊
維

産
業
の
現
状
、
課
題
、
技
術
開
発
な
ど
を

産
学
官
民
の
多
く
の
人
が
知
る
こ
と
だ
。

そ
し
て
、
無
水
技
術
の
活
用
や
リ
サ
イ
ク

ル
原
料
の
使
用
と
い
っ
た
生
産
方
式
の
普

及
や
、
服
を
容
易
に
捨
て
な
い
よ
う
な
消

費
ス
タ
イ
ル
の
変
容
を
引
き
起
こ
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

学
生
や
社
会
人
を
始
め
多
く
の
人
が
集

う
大
学
と
い
う
立
ち
位
置
を
活
か
し
て
、

同
大
学
で
は
産
学
官
民
で
連
携
し
て
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
普
及
・
推
進
に
努
め
て
い

く
。
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
へ
の
出
展
も
そ
の
活

動
の
一
端
だ
。
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
課

題
解
決
に
向
け
た
意
識
が
高
ま
り
、
地
域

全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
繊
維
産
業
、
そ
し

て
福
井
の
未
来
を
創
り
上
げ
る
動
き
が
強

ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
へ

の
特
別
企
画
展
出
展
者
に
焦
点
を
当
て
て

取
り
上
げ
た
。
持
続
可
能
な
社
会
・
経
済

の
確
立
に
向
け
て
、
環
境
面
や
経
済
的
視

点
な
ど
の
様
々
な
角
度
か
ら
取
り
組
み
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
実

現
に
向
け
て
、
環
境
面
で
は
自
社
の
み
な

ら
ず
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
循
環

シ
ス
テ
ム
の
創
造
が
、
経
済
面
で
は
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
自
動
化
・
省
人
化
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
で
は
、
今
回
紹
介
し
た

以
外
に
も
様
々
な
産
学
官
機
関
か
ら
、
最

新
の
技
術
・
研
究
が
披
露
さ
れ
る
。
ま
た
、

当
日
は
展
示
に
留
ま
ら
ず
、
各
分
野
の
先

頭
を
走
る
経
営
者
、
研
究
者
に
よ
る
記
念

講
演
も
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る
。
今
後
の

事
業
展
開
や
商
品
開
発
の
参
考
に
、
是
非

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。な
お
、ウ
ェ

ブ
展
示
も
11
月
29
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
。

会
場
で
最
新
技
術
の
体
感
を
！

福
井
の
地
か
ら
繊
維
産
業
の

未
来
を
考
え
る

産
学
官
民
が
共
創
し

環
境
循
環
社
会
の
定
着
へ


